Ⅰ　はじめに第2分科会：学習指導
　　「主体的・対話的で深い学び」の実現
～キー・コンピテンシーの育成を意識したカリキュラムマネジメントを通して～
羽生市立西中学校　　校長　福田　和己

　　　羽生市は、関東地方のほぼ中央、埼玉県の北東部に位置し、豊かな水と肥沃な大地に恵まれ、古くから農業と藍染めのまち、そして衣料のまちとして栄えてきた。人口約５５，０００人、小学校１１校、中学校３校の小さな市である。
本校では、今まで学力向上の取組として
・各種調査からの分析を踏まえた授業実践
・西中スタイル（課題設定→見通し→学び合い→振り返り）でわかる授業づくり
・目的意識を持った話し合い活動　
など進めてきた。

Ⅱ　実践の概要
１　課題設定の理由
　　　社会の加速度的な変化の中でも、高い志と意欲を持って、蓄積された知識を礎としながら、膨大な情報から何が重要かを主体的に判断し、自ら問いを立ててその解決を目指し、他者と協働しながら新たな価値を生み出していくことが求められる。
　　　そこで、新しい時代に求められるキー・コンピテンシーの育成を意識し、授業改善と適切なカリキュラムマネジメントを行い、自主的に学ぶ姿勢や、学んだ知識を主体的に活用する力を育成し、生徒一人一人の可能性を伸ばして確かな学力を身に付けるために本主題を設定した。
＜研究仮説＞
キー・コンピテンシーの育成を意識して教育活動を展開することにより、生徒の生活力が向上し、生徒が主体的に学習に取り組み、確かな学力が身につくであろう。

２　具体的な取組
1 学力向上推進委員会を設置し、研究推進
隔週水曜日の４校時に定例部会として位置づけ、キー・コンピテンシーに関する校内研修を企画し、研究計画を立てる。
・各教科・領域のねらいを達成するためにはどの能力の関わりが重要か、洗い出す。
・評価資料の作成により、生徒が自分自身そ
の能力をどう認識しているかを把握する。
・生徒、保護者の声を聞き、方向性を定める。
・スローガンを作成し、全校で取組を進める。
スローガン：よく見て、よく聴いて、よく考えて・・・


2 ３部会の活動
【活用部会】（教科指導を通して）
[image: ]・教科におけるｷｰ･ｺﾝﾋﾟ
ﾃﾝｼｰの明確化
・個人取組計画ｼｰﾄ
・ノート指導の工夫
・基礎学力ｺﾝﾃｽﾄ
[image: ]・答えを配らないﾜｰｸの活用
・学力向上だよりによる学習についての啓発・生徒に｢見通し｣を持たせた授業の実施


【人間関係部会】(道徳教育や生活指導を通して)
[image: ]・道徳教育や生活指導に　　おけるキー・コンピテンシーの明確化
・教育相談等の視点から、効果的な指導内容や方法の検討
・道徳の相互授業参観・ローテーション授業
[image: ]・外国籍の生徒との関わりを通した国際理解
・話し合い活動による合意形成
・よりよい人間関係を構築するためのソーシャルスキルの向上

【自律活動部会】（学活や特別活動を通して）
[image: ]・特別活動におけるキー・コンピテンシーの明確化
[image: ]・学級会活動の継続的な実施による課題解決能力の向上
・生徒の学校生活や行事等を大局的にとらえた行動への指導
・行事のカリキュラムに対する位置づけを検討
・生徒主体の行事や集会等の実施
[image: ]・生徒のスケジュール管理能力を育成する、週間スケジュール、フォーサイト手帳の活用フォーサイト手帳

３　成果と課題
キー・コンピテンシーに関するアンケート結果（R3.12→R4.12）から
[image: ]＜2年生＞（できている・どちらかというと・できていない）
2年生では、「違いを認め尊重」「折り合いをつける」「考える力」の向上、「知識や情報の活用」に課題が見られた。
[image: ]＜3年生＞（できている・どちらかというと・できていない）
3年生では「見通しを立てる」「自律的に行動する能力」の向上、「聴く力」に課題が見られた。
＜教師の記述から＞
○各教科におけるキー・コンピテンシーを具体化することで、日頃から、身につけさせたい資質・能力を意識しながら教科指導にあたることができた。
○答えを配らないワークの取組を通して、ねばり強く問題に取り組もうとする生徒が増え、普段から生徒が質問にくる頻度も高まり、主体的に学習に取り組む生徒の姿が見られた。
○週間スケジュールの活用により、学校生活のさまざまな取組において、先を見て行動する意識が高まった生徒が多い。
◆感覚的な変容をどのように見取るかについて、まだ検討の余地がある。
◆システム手帳の活用について、「これからのこと」を書いて活用していきたいが、まだまだ「ふり返り」がメインになってしまう。肌身離さず生徒が手帳を持ち歩き、いつでも確認できるシステムを確立する必要を感じた。

Ⅲ　終わりに
生徒がこれからの人生で出会う答えのない問題にどう向き合い、どう自分なりの答えを導き出していくか。そして新しい価値をどう創造していくか。その時に、西中学校での「主体的・対話的で深い学び」が力を発揮してくれることを職員一同願っている。
この研究を進めるにあたり、教職員同士も同じ方向を向き、目標に向かって、生徒たちと共に授業・生活・行事に取り組んできた。今後も生徒一人一人の笑顔溢れる、学び甲斐のある学校づくりに取り組んでいく。
image4.jpeg




image5.jpeg
e . mowozeTTaT
vaam
e <aT, cu - 13
A S| s vawE, TS modozcrTaTIER,
Ve -Esoursams LT OavORL]
TR 3 AR LI TTATIR
».
SRIETeTERE FECRLAT TEOAECT TRETAARIRA SCEERL, heAtA]
UTIReT. XRERELARDE. s,
3793 RC T, RAOWSHTROARET, | - STSARTETR, TRRETRALLCEFRN
o asiiron mscamLzacay. L. sasERmsCerTazLE
ADD TR0 | -EgRTRRIT. RAOTBATIFAMT. TR - Ee0TROSSRGET . IBATCRD
FATED | CETTOAFL. SRRRSTARRIANGCERMINS, | L NMSRESSCIITRRLID,

- EeOEEERT T, EREREARHEELT
*TTEReL, aaREseRETLC eS|

AT SR AT RN A, WACABESR
wemmsTaz.

-ASETSTReR. SROL OSSR, EHOR
PR STIRCRS, AT TORBER R
==

TRATIRORRRRRTARLED,
PRETORmERR S EERC. SLORRERS,

=S

=Py





image6.jpeg




image7.png
LQ 3 Monday 4 Tuesday 5 wednesday 6 Thursday 7 Friday 8 saturday 9 sunday

SBOPIZE PBE-LBED R3zL-tHLD PBIL 50 PBIL L0 RBIL-6540 PEEHLD

: o] HPUHRER ©| - = | SPER . =B oy 38 =
® bl % 2 © i o a1 gcne J|t ea@F o

s o @ unitHET © o o o|2 3% #7%3% o 1, 3 M ESER)

Soan % ore o 3 5

smoenoan 42 oo

- kil A 1 7
(RBTK ¢ S i
'A?rh‘,(_ e o
e o |&§ reliret i =

; ; o | SRR o 2 2 o e 5
- wEsi HAv =] i ot

s K_I ﬁj;w als ZRARS o aﬁ/— masmiu ol a W o
FNorrizivyss i SRR pemer | e e Tl s o
4¢»v|u7-’|mw'&m‘*’m< g CL’-% o] E ;EQg%fg) i B : e SiBh o
T ﬁuaﬁ%«'t@gn | e o

emacenT : v e i e e e Y

B5PCDRRDR 5 5 (i a 5 > als 7 a

ptel paeaBRy = R 67? :’“ WP

s EETEII3ET V’Zé o 6 \ﬁ— (=]

et = F52, E ‘ Fe35

3 ;2"1 BB ol (5745 TR o i |} eeny

6

@ Pt o

e F/a,: /74 ol o

; STETRE o

Cf &'E’M@L o

e G

-0 5 < N eras g o
o  wmem W

a0 M?\E? :

& o

AosmmI
Gam 155309 - 19

2 GpRev g B
sy v





image8.png
ERCHOANDHEEED LIT, K<ERATITH

R3

R4

0% 20% 40% 60% 80% 100%




image9.png
R3

R4

0%

BASEOFERTINEE X TTE





image1.jpeg
acaseanc
1550

)

magR wan oRnEEN.
DAY (M. T e

£ s [T [T
reReRTe o ERCIE 0 [RRESAC 7 [SI0AE TW [EIDEATHTE
pcac cmmn C xiig. s [paz v = o wmmons
‘oRah e loreas. CRRCAS, | [OCAS, | s aciice
prssecint e
4
P r—s 4w faEoRES (a0 755, KBS [SRERT. £0)
= ] Cso 3255 [GHLIT, BEES [SoRRETR T
faCrozcie - [PRNGCn ST (3. S80S BTesLiTas [XanmETocs
préceres proccuta rcas. sa«:v-va freas.
o, R ¥ 7ot [y P
T Ernes EnCC Heas
P Seves rasL. €. G|l 2Tt
A e 1
7w wpCEwec =iy
[e Siease [Seancescs oaneanss O Soramas
SmUSDs. (RCEoey. _ [ConTas, | [Sxvecmsed
i iz W Foccircas.
iy
£y
PPz SE [anosAEEOA 5L —5TE (WG - [ErTRen ci
- S50a o, AEOS [V CRmATS [BESRBC RO (1T, BAS;
iz i weran v [Cicas. | RECOANGTS [Cocrcas. | [i(iedss
G o
[Faccrens.
Facinens.
onaras [ Somasho

|ramec. nuos




image2.png




image3.jpeg
ARIBRBEIR

A BAZDRE

AREET T EOS TR DTEET0.
o

Lascereas.

REDCEEROE
2

BeaCEmTATIRT

5 mwszn [wmOSC,

© umonmE

BLNEYSE [SenBRC S DERRSAT
u

cwnmysTorRd,

RODALKAUTENT A EHTRTIETD,
- ESDELTRIA S ROREL LT
T,

EOREERCCLOTATIE D,

- EOREEL A ECENTATIR D,

LSO, BTNCANELFITT, KRS
SCEpTATIETS.





